
虎の穴5th

実習 
教育で使えるアプリケーション 

操作演習

in 沖縄



特別支援学級
特別支援学級には、障害種の異なる様々な子供たちが在籍
しています。そのため、一人一人の教育的ニーズを把 握
し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善また
は克服するため、適切な指導及び必要な支援を行うこ と
が求められています。  特別支援学級が通常の学級や通級
指導教室と異なる点として、個別の障害特性や発達段階を
考慮した学習と、小 集団の特性を活かした学習の両方が
求められる点にあります。ICTは個別の指導にも、小集団
の指導にも活用する ことができます。  ただし、個別の指
導や小集団の指導にICTを利用する際、ICTは困難さをサ
ポートしたり、自信をつけたり、ある いは学習意欲を高
めたりする際に使える便利な「道具」であることを忘れて
はいけません。全てをICTにより解決 するのではなく、
ICTを「今までの可能性を少しだけ広げてくれる、ただの
道具」と捉え、有効に活用することが 重要です。



自立活動

一斉授業
個別指導

教科学習 
(ドリル…)

自尊心の向上

AAC・AT

興味・関心

授業の進行

役割活動
タイマー・クイズボタン

カスタマイズ

視覚支援
カメラ・ビデオ



通級指導教室
通級による指導においては、障害による学習上ま
たは生活上の困難を改善 または克服するための指
導が、特別支援学校における自立活動を参考と
し、そ の内容を取り入れながら行われています。
障害により十分な学習を行うことが できない場合
には(難聴により、教員の解説などを正確に聞き取
ることが困難 で、学習内容が十分に理解できない
場合など)、各教科の内容を補充するため の指導
を行うこともあります。子供一人一人のニーズに
基づく個に応じた指導 が、そのねらいに応じて
「個別の指導」や「小集団による指導」の形態で
進められています。



治療教育(克服) 機能代替(補完)

読む

書く

計算する

記憶する

推測する

音声読み上げ・OCR

音声入力・キーボード入力 
手書き入力

電卓

画像・ボイスレコード

MindMap・ 
思考の見える化

気づき
一斉授業では出来ない 
アプローチ
見るトレーニング 
 ビジョントレーニング
音・動き

書くトレーニング 
 手の巧緻性
操作性・手書き

思考トレーニング 
  文章題・作文
見える化



特別支援学校
特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、
肢体不自由者、または病弱者（身体虚弱者を含む）に対し
て、幼稚園、小学校、中学校または高等学校に準ずる教育
を施すとともに、障害による学習上または生活上の困難を
克服し自立を図るために必要な知識技能を授けることを目
的



総合的な学習

AAC
シンボルVOCA 
テキストVOCA 

AT
アクセシビリティ 
周辺機器(スイッチ 

自立
メモ 
リマインダー 
アラーム 
ナビ 

学習
定着(個別課題 
分かる工夫 
  視覚支援… 
出来る工夫 
  手順書… 

感覚統合 
 スヌーズレン 
認知学習 
楽器の代替 
デジタル書籍 

疑似体験 
AR(拡張現実 
余暇活動 
遠隔授業 



通常学級
学級の中でのICTの使い方 
 通常の学級の中で、苦戦している子供たちは、発達
障害をはじめ、子供たち一人一人の多様な特性 が関
係している場合があります。  その特性に配慮して支
援を行うために、ICTを用いることが効果的な場合が
あります。 
 ICTを用いた支援は、クラスの中で 
1.ICT機器をすべての子供に用いる  
2.ICT機器を教材の1つの選択肢として、子供が選び
使用する  
3.ICT機器を発達障害のある特定の子供にのみ用いる 
など、様々な用い方が考えられます。 



ユニバーサルデザイン授業

合理的配慮

一斉指導 
視覚支援

教材配布・回収
拡大提示・電子黒板

協働学習・プレゼンテーション

個別学習

(クラスに1台)

(グループに1台)

(一人に1台)
読む 
書く 
計算する 
記憶する 
推測する

機能代替



ユニバーサルデザイン授業の提供 
（授業における基礎的環境整備） 

治療教育アプローチ 
（困りを克服するために訓練を提供する） 

例. 
読む：ビジョントレーニング 
書く：自助具、気付き 

… 

機能代替アプローチ 
（代替手段で学習へのベースを提供する） 

例． 
読む：音声読上 

書く：キーボード入力





京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）

教育現場からのアプローチ

家庭教育（保護者）からのアプローチ 支援現場（放ディ等）からのアプローチ

NPO法人　支援機器普及促進協会



教育現場からのアプローチ

家庭教育（保護者）からのアプローチ 支援現場（放ディ等）からのアプローチ
各研修会の資料はこちらから⇒ http://npo-atds.org/datafile

http://npo-atds.org/datafile


iPadの優位性って？



携帯性 
即時性 
操作性 

カスタマイズ性 
アクセシビリティ 
音声読上・入力 
カメラ 
音 

コンピューター 
アプリの豊富さ 
周辺機器の充実



学校で使うという必然性 

複数人で使う 
思いを発表する 

コニュニケーションツール 
練習ができる 
協同学習 

自主的な活動 
主体的な活動 
・・・



私の個人的嗜好で選んだ 
アプリケーション 
Best20+（順不同）



今の時代を生きる！ 
OCR（文字認識）



今の時代を生きる！ 
音声入力



個に応じた支援



言わせたいことではなく 
言いたいこと



キーボードとしても 
使えます



疑似体験



音声操作



簡単デジタル化



スイッチ操作練習！ 
（男の子向き）



スイッチ操作練習！ 
（女の子向き）



AI



AR



AR



読めなくても大丈夫！



カスタマイズ！



自己肯定感！ 
ハイクオリティ！



手書き認識！



教材作りの効率化！



教材作りの効率化！



教材作りの効率化！



教材作りの効率化！



音程は変えずにスロー再生



疑似体験　はまるー



逆転の発想！



参考書籍









マジカルトイボックス 



「合理的配慮」「学習のUD」「特別支援教育」「概論・入門編」

各号のキーワード

「視覚支援」

特別支援教育とAT(アシスティブテクノロジー) 
国立特別支援教育総合研究所　金森　克浩

「AAC再入門」 「知的障害」



日本肢体不自由児協会



東京大学先端科学技術研究センター　　関連



魔法プロジェクト　研究成果

あきちゃんの魔法の 
ポケット

魔法のふでばこ 魔法のじゅうたん

http://maho-prj.org/魔法のランプ 魔法のワンド 魔法の宿題

東京大学先端科学技術研究センターとソ
フトバンクグループは、携帯電話・ス
マートフォン等の情報端末の活用が障害
を持つ子どもたちの生活や学習支援に役
立つことを目指し2009年6月から「あき
ちゃんの魔法のポケットプロジェクト」
をスタートしました。 

https://maho-prj.org
魔法の種 魔法の言葉

http://maho-prj.org/
https://maho-prj.org


香川大学教授　　坂井　聡



http://npo-atds.org 

https://www.facebook.com/takamatsu.takashi


